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１．研究概要  
「ＮＥ555」というタイマーＩＣを使って赤

外線リモコンの製作をした。  
 
２．研究の具体的内容  
（１）赤外線リモコンシステムの構成  
図１はポケコンを使ってテレビを操作する流

れである。  
発信機から発信されている赤外線をポケコン

を使って波形をつくる。  

 
図１  

（２）赤外線とは  
赤外線は、可視光線の赤色より波長が長

く、電波より波長の短い電磁波のことで

ある。ヒトの目では見ることができない

光である。  
（３）ＮＥ５５５による信号生成  
  ＮＥ５５５は汎用でかなり古くから使用

されている、タイマー用ＩＣである。  
  5Ｖ位から動作し、10μＳから 100 秒程度

の時間が手軽に作れます。赤外リモコン

に使用されている３８kHzをコンデンサ

と抵抗による時定数をタイマーの時間

としているアナログ的手法のＩＣです

ので、良質コンデン

サさえ入手できれば、

長時間タイマーも実

現できる。  
   写真１  
写真 1 がＮＥ５５５である。  
（４）作成した回路の構成  
  コンデンサと抵抗による時定数をタイマ

ーの時間と設定して周波数を３８kHzに
し、ダイオードを使って赤外線を発信し

ポケコンで波形を生成した。  
図２が回路の構成である。  
図３が完成した発信回路である。  
完成した回路の Input とポケコンをつな

ぎ、プログラムを使って図４のような波

形を作ってダイオードから発信する。  

 
図２  
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（５）プログラム  
はじめはＣ言語を使う予定だったが、Ｃ

言語ではリモコンの波形を作ることが

できなかったのでアセンブリ言語を使

った。  
アセンブリ言語とは、人間にわかりやす

い形で機械語を記述するプログラミン

グ言語である代表的な低級言語である。 

 

プログラム例  
３．研究のまとめ  

ＮＥ５５５を使って波形を作り出し、ポ

ケコンでプログラムを作り波形を形成

するのは思っていたより大変な作業だ

った、どんな信号が出ているのかわから

なかったのでインターネットを使い簡

単な波形を作った。  
完成したものは自分が最初に思いえが

いていたものとはかなり違ったものに

なってしまった。  
４．感想  

今回、課題研究で赤外線リモコンを製作

することになりいろいろな経験をした。 
回路の作り方や半田付けなどの練習に 

なった。  
当初は、電気屋で安く売っているしどの

メーカーにも対応しているから簡単に

作れると思っていたけどやってみると

思っていたより波形生成が難しく大変

だった。  
波形は目に見ることができないし、とて

も速く点滅しているのでカメラなどで

見てもよくわからなくて波形を調べる

だけでも大変だった。  
波形は一年次に使ったＬＥＤを点滅さ 

せるものを使う予定だったが、思うよう

に波形を作れなかったのでＮＥ５５５

をしようすることとした。  
一定の波形を作るのは回路を作るだけ 

だから出すことはできたが、プログラム

を作って点滅させるのが苦労した。  
ldi   temp,Led_on 
out   PORTD,temp  
ldi   temp,Led_off   
out   PORTD,temp  
nop  
 
     dec   count  
     brne  sig_on  
     ret 

波形ができたら本体をケータイのよう 

に小さくする予定でしたがまず波形を

生成してから時間があったら小さくす

ることにとた。  
ＮＥ５５５は抵抗で発信周波数が変え 

れるので、受信できる波形の許容範囲を

調べてその数値にあわせて抵抗を探す

のも大変でした。  
日常リモコンを使っているけど、自分で

調べてリモコンを作るのはとても大変

でした。  
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